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成果報告2018／『研究概要2018』刊行／APIRの研究体制２０１9

英語版関西経済白書を刊行、発表会を開催
日中経済協力ハイレベル研究討論会を開催
ASEAN常駐代表委員会との意見交換会を開催
G20大阪サミットの経済効果を試算

第122回景気分析と予測
Kansai Economic Insight Quarterly No.43
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関西エアポート株式会社  代表取締役社長 CEO
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「関西の大学・大学院で学ぶ留学生の就職に関する研究」第１回研究会
シンポジウム「パリ協定に基づく長期戦略」（関西経済連合会との共催）
『Kansai and the Asia Pacific, Economic Outlook:2018-19』
（英語版：関西経済白書）発表会
公認会計士監査
「関西地域間産業連関表の利活用と2015年表に向けての検討」
第１回研究会
関西労働研究会
日中経済協力ハイレベル研究討論会
「関西における地域金融面からの事業承継支援の課題」第１回研究会
稲田義久研究統括が一般社団法人不動産協会関西支部の５月例会
にて「関西経済の現状と展望－２つの輸出の視点から－」と題して講演
監事監査

関経連アセアン経営研修卒業生が後藤健太主席研究員を表敬訪問
ASEAN常駐代表委員会との意見交換会
関西労働研究会
令和元年度通常理事会
「これからの日本型雇用システムを考える」第１回研究会
第１回マクロ経済分析プロジェクト研究会
「第122回景気分析と予測」、「Kansai Economic Insight 
Quarterly No.43」記者発表
令和元年度定時評議員会
研究計画検討会議
APIR Trend Watch No.55「G20大阪サミットと関西経済－その
経済効果と意義－」記者発表
関西労働研究会

２０１9年4月 ― 6月は本文に関連記事を掲載。活動状況

　関西国際空港は1994年の開港以来、ロスト・バゲージ「ゼロ」だそ
うです。先日見たテレビ番組では、チェックインカウンターで預けられた手
荷物がベルトコンベアーシステムで搭乗便ごとに振り分けられていきま
す。そこまでは想像できましたが、驚いたのは、振り分けられた手荷物を
航空機まで運ぶ車に積み込むとき、人の手で重いものは下に、軽いもの
は上に積み、さらに、預けられた手荷物の数と、車に積み込む手荷物の
数を、人の目と手でトリプルチェックしていることでした。加えて、受取口に
出てくる手荷物は、ハンドルが手荷物を待つ利用客のほうに向けて揃え

られていました。
　番組では一連の作業を「おもてなし」という言葉で称賛していました
が、ここで最も重視されているのは、かつての大阪商人の「始末」の精神
ではないでしょうか。この始末とはケチのことではなく、商売の始めと終
わり、つまり辻褄を合わせることです。始末を基本に、利用客への心配り
がちりばめられ、それらの蓄積によって、「信用」が醸成されているのでは
ないか。関空という大阪・関西が世界と接する水際で、大阪商人の精神
が今でも発揮されているように思います。（真鍋　綾）

編集後記

令和元年 春の叙勲受章者
　井上礼之  評議員会会長（ダイキン工業株式会社取締役会長兼グローバルグループ代表執行役員）が
旭日重光章を、猪木武徳  研究顧問（大阪大学名誉教授）が瑞宝中綬章を受章しました。

　稲田義久研究統括が一般社団法人不動産協会関西支部の５月例
会にて「関西経済の現状と展望－２つの輸出の視点から－」と題して講
演を行いました。同協会の会員約60名がご出席、稲田研究統括は関西
の２つの輸出（財の輸出、サービスの輸出）を軸に関西経済の現状と展
望を詳細なデータをもとに説明すると共に、出身の奈良県を例に観光振
興策を提示、質疑応答も活発に交わされ、盛会のうちに終了しました。
開催日：2019年５月10日　

NEWS

APIR2018年度研究報告書を
公表したイメージを、関西国際
空港からとびたつ航空機に託し
ました。

表紙について

稲田研究統括が不動産協会関西支部の５月例会で講演

No.54 「都道府県別訪日外客数の月次推計と予測」 稲田義久、 松林洋一（APIR主席研究員）、 野村亮輔（APIR研究推進部）
No.55 「Ｇ20大阪サミットと関西経済－その経済効果と意義－」 稲田義久、 藤原幸則（APIR主席研究員）、
　　　  下山  朗氏（奈良県立大学教授）、 川本剣悟（APIR調査役）、 野村亮輔
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